
様式 2 

《単位互換提供科目詳細（シラバス）》（案） 

 

＊科目 No．  

 科目概要記入欄 

1．開設大学 

広島大学 
開催
方法 

■対面（東広島キャンパス） 

□オンライン（同時・録画・資料提示） 

□その他（      ） 

正式科目名 

副題 

農場の四季を通して生命のサイクル

を体験するフィールド科学演習 

配当年次 1,2,3 

受入学年  

学問分野 番号 33 
名

称 
農学 

3．担当教員名 谷田 創・黒川勇三・妹尾あいら・鈴木直樹 

4．単 位 数 2 単位 5．開講学期 前期・後期（計 8日間） 

6.開講期間 

  曜日・時間 

令和 4年 4 月 23 日（土）～ 令和 4年 12 月 17 日（土）  

土曜日または日曜日（13:00～16：00）計８日間 

7.基礎知識の有無 
1.「基礎知識を必要とする科目」 （               ） 

②.「基礎知識を必要としない科目」 

8.募集人数      15 人  9.選考方法 

受講希望者が定員を超えた場合は，受

講希望理由の内容を検討した上で、低

学年の学生（本演習体験を所属大学の

授業に生かす可能性が高い）から選抜

する。 

10．科目内容・ 

  授業計画 

広島大学の西条ステーション（農場）では，大地と家畜からのめぐみによって食料

を生産している。春に播種した牧草を収穫してサイレージなどの保存飼料を生産す

る。秋に種付けをされた雌羊は春先に子羊を生産する。桜の花が散る頃に成羊は毛

を刈られ，その毛は利用して毛糸やフェルトに加工する。乳牛は子牛を産むととも

にミルクを生産する。このように家畜生産は 1年の四季の移り変わりとともに成り

立っている仕事である。そこで本演習では，受講生はが大学農場の四季を通して家

畜や牧草の生産体験を通して家畜の命と食料生産のサイクルについて学ぶことを

目的としている。 

※授業計画は新型コロナウイルス感染症の拡大状況や天候不良等により開講の中

止や内容の一部変更，日程の変更等を行うことがあります。また受講希望者が５

名以下の場合は開講を中止する場合があります。 

l 演習スケジュール（予定） 
 

4 月 23 日（土） 羊の毛刈りをする。 

5月 21 日（土） 子牛の誕生について学ぶ。 

6月 18 日（土） 家畜の食べ物（牧草・飼料作物）と放牧について学ぶ。 

7月 16 日（土） 
「人と家畜の関係」「家畜の福祉」について家畜の行動観察を通し

て考える。 

10 月 22 日（土） 乳牛の子牛が育って母親になるまでを学ぶ。 

11 月 5日（日） 4月に刈った羊毛を加工する。 

11 月 26 日（土） 乳牛の乳搾りをして，搾った牛乳からバターやチーズを作る。 

12 月 17 日（土） まとめ（農場の四季について考える。） 

11．試験・評価方法 
受講態度，発表，受講後のレポートで評価する。フィールドを活用した演習なので

農場の規則を守れない受講者は不可となる可能性があります。 
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12．別途負担費用 
参加費用は原則徴収しませんが，西条ステーション（農場）までの旅費・交通費は

自己負担です。 

13．その他特記事項 

●受講人数：15名程度 

本授業科目は，広島大学と他大学の学生（専門学校・高専の学生を含む）のために開講さ

れるものです。受講者多数の場合は，本演習の体験をその後の自大学の授業で生かす機会

の多い，低学年の学生（1,2 年生）から選抜します。例年、定員以上の受講希望者があり

ますので，一度受講が認められた方は絶対にキャンセルしないでください（受講を認めら

れなかった希望者に大変迷惑となります）。事前に自分の予定と演習の日程を調整した上

でお申し込みください。 

●傷害保険：事前に学生教育研究災害傷害保険（財団法人日本国際教育支援協会）相当の傷

害保険に加入してください。 

●集合日時：各回 9時 30 分までに西条ステーション（農場）に集合してください。 

JR 西条駅から広島大学行きのバスに乗車し，「池の上学生宿舎前」で降車してください。

バス停から徒!で 15分程度です。 

●各自"#するもの：$%保険&，'ス(（ただし作業)は*+作業,-./'ス(を0/

します），作業以1の時に2る動きやすい3（4対5のため6ズ7ンやス8ー9:は-;），

<子（=ンバ>?ー-;），@にAれたりBれたりしてもCDないE（=ンFルやGール

のあるEは-;），HI（8JK），LM,I，Nみ物:。作業,のつなOPQREはST

らで,Uします。 

V"T物のWXについては受講者がY定しZ[，\人]に^ールで_`しますので，a時b

cのdれる^ールefgスをhYにM入してください。また，その際につなOPQREの

=>ズのY認とi1jklのY認をしますので、mnopしてください。̂ ールでのbc

の際にはmnq名とrs大学をtMしてください。 

●uU事v： 

wxyz{|}>ルス~�ÄのÅ大ÇÉ，災害のÑ生やÖÜのÇÉ（áà:）にâっては開

講の)äや`ãの変åもあります。また受講希望者がç名以éの場合は開講を)äする場

合があります。 

è受講êëí前からìîのïñをmnóòしてください。受講前日までに体調にô変

（37ö5õ以上またはúùから 1õ以上高い場合，ûü~， ，¡¢しさ，£の¤み，¥¤，

¦§・¨§ôaの©れかªとつでも«当するとき）がある場合は，演習の受講をdりäめ

ていただきますので，mnrs大学学生係，広島大学生物生¬学­学生支援®，広島大学

大学¯°合生±科学研究科教授（谷田 創）までbcしてください。 

²家畜³�´（µ¶·）の予¸¹ºのため，演習日前のêëí以`にi1jkを予定してお

られる方については受講を認めない場合がありますので，受講を申し込まれる前に»い合

D¼てください。½に演習日前のêëí以`にµ¶·Ñ生¾¿（)国・À国:）からのÁ

国を予定されている方は受講できま¼Â。Á国がSれらのÃíâり前であっても，i1で

Ä,したÅ3やEを農場`に"T込むSとはできま¼Â。さらに本演習前に国`の家畜農

場や家畜関bòÆÇ食Èセンターを含むÉにÊT入られた方またはその予定のある方も事

前にéMまでË相Ìください。 

Í演習)はÎめられた場r以1ÏのÐ入りはできま¼Â。 

Ñ広島大学C`（Òs農場を含む）はÓÔÕÖです。 

●×Ø・ÙÚの通Û方法：やむなく×Ø・ÙÚする場合は，rs大学学生係PQ西条ステー

ション（農場）までmnbcしてください。 

Ü»合¼・bcÝÞ 

・ 広島大学生物生¬学­学生支援® 

   ß739à8528 á広島âãä 1à4à4  åæç：082à424à4323 

æàèéêëì íîêàïéðñàíêîòóôõõêöîö÷êøôí÷êèéàñöéööùú 

・ 広島大学大学¯°合生±科学研究科 教授 谷田 創 

   ß739à0046 á広島âãä 2à2965  åæç：082à424à7994 

æàèéêëì ÷ûéòêüéó÷êøôí÷êèéàñöéööùú 

14．社会人受講 
科目等履修生（単位付与）として受け入れ 可 否 

聴講生（単位認定不要）として受け入れ 可 否 

Vz{|ýのþÿにâり、対Ô授業はオンラ>ン（同時・録画
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